
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘソフトウエアと周辺ソフトウエアの使い方 

 (Rigaku,Bruker,PANalytical 社データに対応) 
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データフロー 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



目次  

  １．概要 

  ２．入力データ 

  ３．極点図データ補正 

   ３．１ 測定データの選択 

   ３．２ データ処理条件を設定 

   ３．３ 一括正極点図データ処理 

   ３．４ ＬａｂｏＴｅｘ用入力データの作成 

   ３．５ ＰＦｔｏＯＤＦ３プログラムにＴＸＴ２ 

  ４．ＬａｂｏＴｅｘ 

      ４．１ データの読み込み 

   ４．２ ＯＤＦ解析 

   ４．３ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

  ５．配向評価総合パッケージＣＴＲソフトウエア 

   ５．１ ValueODF で入力極点図と再計算極点図の比較を行う。 

   ５．２ ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで LaboTex の ODF 解析結果を表示 

   ５．３ ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅで極点図表示 

   ５．４ ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅで作成したＴＸＴ２データの立体表示 

   ５．５ Ｆｉｂｅｒを表示 

   ５．６ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの表示（ＯＤＦＶＦＧｒａｐｈ） 

   ５．７ 複数のＶｏｌｕｅｍＦｒａｃｔｉｏｎ比較 

   ５．８ ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＬａｂｏＴｅｘソフトウエアは、ポーランドＬａｂｏＳｏｆｔ社によるＯＤＦソフトウエアであり、 

ＡＤＣ法が採用されているが、特徴は、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める際、Ｅｕｌｅｒ空間に対

し非対称でＦｉｔｔｉｎｇを行う、私が知る限り唯一の統合環境ＯＤＦ解析ソフトウエアである。 

   今回、配向評価総合パッケージＣＴＲソフトウエア（２０１４／０３／３１）との関連で、操作方法の 

   説明を行います。 

 Ｂｒｕｋｅｒ（Ｕｘｄ）社データは、ＵｘｄｔｏＡｓｃでＡｓｃデータ変換 

 ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌ（ｔｘｔ，ｘｒｄｍｌ）社データはＰＡＮａｔｏＡｓｃでＡｓｃ変換 

 を行いＣＴＲソフトウエアを介してＬａｂｏＴｅｘで解析可能 

２．入力データ 

 測定装置 リガク製ＲＩＮＴ２２００＋多目的試料台 

   測定試料 Ａｌ材 

３．極点図データ補正 

 ３．１ ODFPoleFigure2 ソフトウエア  

  詳しくは、http://www.geocities.jp/helpertex2 

 ODFPoleFigure2 ソフトウエアを起動 

 

 ３．１ 測定データの選択 

 選択したファイルと極点図が表示される。 

  

http://www.geocities.jp/helpertex2


 ３．２ データ処理条件を設定する。 

  バックグランドは計算で補正する。            平滑化はα方向、β方向、5 点データ Savitzky-Golay 法 

 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓはデータベースから計算          処理結果はＴＸＴ２データ  最適化 Rp% 

 ３．３ 一括正極点図データ処理（Ｃａｌｃで計算） 

 処理された極点図が表示され、 

 最適化 Rp%により、極点図の最適化が行われます。 

  

 ＯＤＦ Ｆｉｌｅがアクティブとなる。 

 テキストデータも作成されている。 

  

 

３．４ ＬａｂｏＴｅｘ用入力データの作成 

  ODF File を押す。 



３．５ ＰＦｔｏＯＤＦ３プログラムにＴＸＴ２データが引き継がれる。 

  

  

 Material で対象物質を選択（同一物質を扱うのであれば、File-Conditionsave でデフォルト化）Return Structure 

 



  

 選択結果が画面に反映され、指数のﾁｪｯｸを行い、正常なら緑色で表示される。 

  

 ﾌｧｲﾙ名を変更し、Epf file save を行う。 

  

 入力ﾃﾞｰﾀと同一ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに LaboTex ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが作成され、 

  

 Epf ﾌｧｲﾙが作成される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４．ＬａｂｏＴｅｘ 

     ４．１ データの読み込み 

 データの読み込み 

 アルミニウム試料をプロジェクトをＡｌ サンプル名を TEST として読み込む 

  

  

 

LaboTex では極点図ﾃﾞｰﾀを CW として扱う。

CCW で扱う場合 Revers として指定する。 

RUN－＞END で指定終了 



 CPF として｛１１１｝、（２００）、｛２２０｝ 

 ４．２ ＯＤＦ解析 

  

  ODF 図を表しているﾒﾆｭｰから ODF 解析画面へ 

  

 1/4 対称として ODF 解析をおこなう。Orthorhombic を選択して Run calculation 

  End で ODF 解析は終了 



   

 入力極点図から計算した ODF 図 

  

 入力極点図(CPF)と ODF 解析から計算された再計算極点図（RPF） 



 ４．３ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

  

  VolumeFraction（定量）を Model Functions Method で行う。 

  

 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの中から、可能性の高い結晶方位が既に等方性表記で表示している。 

 Start VolumeFraction Calculation で計算が始まる 

 繰り返し計算し、eoor が進まなくなったら終了 

  

 ３方向 Euler 角広がりが非対称   VolumeFraction が計算される。 

  



  ５．配向評価総合パッケージＣＴＲソフトウエア 

   

 ５．１ ValueODF で入力極点図と再計算極点図の比較を行う。 

  ValueODF で LaboTex 作業ディレクトリを選択 

  

  

 入力極点図と再計算極点図との差が 1.5%以内であり、測定、処理結果は正常である。 

 若し、補正量などが不良な場合、ODFPoleFigure2 ソフトウエア説明書 

「７．７．３ 登録 defocus 曲線を変更する」により修正する事が可能 

 

 



 ５．２ ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで LaboTex の ODF 解析結果を表示 

  

 最大方位密度は 8.6 である。Steplevel を 0.25 として表示 

 全面表示 

  

  

 



   ３面表示 

  

  １面表示 

  

 ５．３ ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅで極点図表示 

  
 ＭａｋｅＰＯｌｅＦｉｌｅは ODF で計算された再計算極点図を TXT2 ﾌｧｲﾙに変換する。 

 



 ５．４ ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅで作成したＴＸＴ２データの立体表示 

  

  

 ５．５ Ｆｉｂｅｒを表示 

  ODFDisplay の ODF 図ﾒﾆｭｰの Fiber から 

 Fiber 表示とﾌｧｲﾙが作成される。 

  

  



  

 この Fiber 解析した結果の表示が FIberMultiDisplay である。 

  BCC-Fiber を NO1,No2,No3 

 

 ５．６ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの表示（ＯＤＦＶＦＧｒａｐｈ） 

  



 ５．７ 複数のＶｏｌｕｅｍＦｒａｃｔｉｏｎ比較（ＣｏｍｐａｒｅＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ） 

  

  

 

 他にも数多いサポートソフトウエアが付属しています。 

 



５．８ ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ機能 

 ＯＤＦ解析結果のＴｏｏｌｈａODFDisplay２ソフトウエアがありますが、ODFDisplay2 ソフトウエア 

 は、Ｃｕｂｉｃに特化しています。汎用的なＯＤＦ解析結果評価として新たに作成しました。 

 例えば、ＨｅｘａｇｏｎａｌのＯＤＦ解析を行う場合、一般的なＯＤＦ解析ソフトウエアでは 

 3 指数表示、直交軸は、<100>-<1-20>-<001>、が一般的ですが、本ソフトウエアでは、 

 国内標準の４指数表示、直交軸は、<10-10>-<-12-10>-<0001>としています。  

 （この変換はＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔソフトウエアで可能です。） 

  マウス左クリックで”+”位置が示され、計算された結晶方位の Euler 角度位置に”O”を表示 

  

 “+”位置の Euler 角度 

   Euler 角度から計算された実数結晶方位 

       整数化された結晶方位 

        整数化された結晶方位の Euler 角度 

 

 

 

 

 



 マウス右クリックで 

  

 φ１＝０、Φ＝５０、φ＝３０を通過するφ１、Φ、φプロファイルを表示します。 

 

 

 

５．９ 再計算極点図の等高線表示 

 ５．４で再計算極点図をＴＸＴ２に変換してあれば、再計算極点図の等高線表示が可能 


